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マスクが買えない日々が続いている。例年だ

と１年に１枚か２枚買う程度で、ほとんど必要

性を感じないのだが、今年はどこかでマスク売

ってないかと探す毎日である。２月に１枚買って以降、

店でマスクを見ることがなくなった。半ばあきらめか

けていたある日、コンビニのマスク売り場のハンガー

にたった１枚青い袋がぶら下がっていた。「マッ、マ

スクがあった！」予期せず、期待もしないことが起こ

り、ときめきと感動を覚えた。２か月ほどマスクが買

えなかっただけである。情けない。まわりに誰かマス

クを発見した人がいないか確認してこそっとマスクを

手に取った。袋の中には５枚のマスクが入っていた。

例年の１年分以上である。必要に迫られる需要と買い

だめ心理による需要が短期間で重なったら、と考える

と需要は瞬間的に何百倍にも膨れてしまうのだろう。

一斉に人が動く威力である。物が足りなくなっても、

余り過ぎても困ってしまう。均衡のとれた需要と供給

によって社会が回っていたのだと気づかされる出来事

であった。ちなみに砕石は今のところ在庫豊富です。

この度、２２年ぶりに我社に女性事

務員さんが入社しました。大瀧裕子さ

んです。どうぞお見知りおきの程よろ

しくお願いします。

２２年ぶりに女性事務員入社

※本人より

B型ふたご座です。末永く宜しくお願い致します。
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。

編集後記

59歳になりました！

クローラードリル

デモ実施

ようやく事務所に女性が入り、男ばかりの

事務所のイメージが変わったかな・・？いやい

や私も女性でしたけどね（笑）私・・・辞めてませんからね～！(笑)

ふくふく日記

出
来
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ

４月２９日は私の誕生日！昭和天皇の誕生の日で昭和の日、

学生時代は毎年祝日なのであまりお祝いをしてもらった記憶

がない。社会人になってからは度々お祝いをしていただくこ

とが多く、私は幸せ者である。近年は青森市で行われるお花

見カーリングに毎年参加し、大会後の懇親会である合浦公園

お花見広場で毎年私の誕生日を祝ってもらってきた。残念な

がら今年は中止なので家に籠っての誕生日。それでも今は、

文明の利器スマホで多くの方々よりお祝いメッセージをいた

だいた。一つ一つに簡単なメッセージをお返しする、中には

お会いしたことはないが、毎年必ず送ってくださるジャズシ

ンガーの方から「ミュージシャンとしてのモチベーションの

維持が大変です。お客様の前でコンスタントに歌うことがど

れだけ大切なのか、身にしみてわかりました。頑張ります」

との返信がきた。その痛みを感じ、お会いしたことはないが

何か通じ合うものを感じ頑張ってほしいと

願う。今は戦時中と思い、国民一丸となっ

てこの難局を乗り越えなければならない。

来月は少しでも明るい気持ちでこのコラム

書けることを祈って、STAY HOUSE！

（カーリング協会の運動です）

～僥倖～古河ロックドリルさんのご協力で

クローラードリルのデモを実施しま

した。クローラードリルは火薬装薬

のための孔を掘る機械で、１孔ごと

に圧力や回転数、角度などを判断し

ながらの知識や経験を必要とする作

業です。今回の機械は従来、人に頼

っていた微妙な操作をできる限り自

動化し、人への負担軽減と、発破作

業の安全性の向上が期待できるもの

と感じました。

いつからここで世話になっているか覚

えていないが、寒かったことと腹が減っ

ていたことは記憶にある。食事をもらい

暖かいところでウトウトして目が覚めると、なんとなく生ま

れた時からここにいたような気がしてきた。一宿一飯の恩義

もあり、人手不足の時 代、猫の手を貸し

てやろうと就職を決 めた。労働保険

も健康保険も年金 もないけど、

住宅手当と食事手 当は保証して

くれそうである。 仕事は日がな

寝たふりポーズで 不審者警備で

ある。頼りないなど と思わないでほ

しい。こう見えてもやると きはやるのだ。木に

も登るしネズミも獲れる（だろう）。身体能力は人並み以上

である。しかし、ドタバタ動き回っても大人げないので肉体

労働は人間に任せ、監査役としてご奉公することに決めた。

仕事は月に１度業務日誌を書くこととする。そういえば大手

の運送屋にも黒い猫がいたような気がするが、僕は黒くはな

いので二番煎じとは言わせない。紙面がなくなった。来月か

らしっかり仕事をすることとする。

監査役として一言 「コロナは寝て待て」


